




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































う経歴が琉球での宣教に有効であるかのよう 印象を持 せようとした ではな か と考えるこも出来る。しかし、次にあげる一八五二年十二月二三日の記事を見てみると、彼の「琉球人＝ユダヤ人」観が、単なる雇用主向けのパフォーマンスに過ぎなかった は言い切れない。（訳
. ）私は、琉球の人々の心に、旧約聖書から続く歴史的証拠やキリスト教徒としての喜びを伝えることに関する力不足を嘆くことをやめた。私の一時的な説教において、アブラハム、ダビデなど
173. 宣教医ベッテルハイムの琉球王国宣教とそのイギリス帝国宣教史上の意義
















. ）私が他人とキリスト教徒としての倫理性の本質的な点で異なっているのではないかと考えるとき、しばしば私は不安になる。しかし、実際のところ私の慰めは、私が彼ら 見解を受け入れたところで私が変えられるところはほ んど無いし、それどころかそうい たすべての意見は私に
175. 宣教医ベッテルハイムの琉球王国宣教とそのイギリス帝国宣教史上の意義

















. ）新約聖書と旧約聖書とが、救済の手段の性質のみならず地上における神の統治の精神及び道徳性の点で異なっていると考える人々は、ヨハネの黙示録が単に福音書の最後の部分であるというだけではなく、それ自体の中に「神の啓示」があるということ、神がイエス・キリストに与えた啓示であるということを覚えておくといいだろう。そして、ヨハネの黙示録（が与える印象）は、重要な観点にお て、福音書の全体的な印象と ちょうど福音書（の印象）が旧約聖書（の印象）と異なってい のと同様に、異なってい かもしれない。
─
ヨハネの黙示録は、福音
書の最後の部分でイエス よっ 示された、 （神の）力を引き受けたことを詳述したものであと見なすことが出来るだろう。それはちょうど福音書 犠牲として昇天する前のキリストに関する預言の詳述であるのと同様 ある。…
. （中略）
. …また、いくつかのキリスト教の信仰に関する








違いについて論じている。彼はヨハネの黙示録に注目し、福音書が「神の啓示について書かれた部分」と「地上 おけるキリストについて書かれた部分」 分けられると論じ、ヨハネの黙示録が新約聖書の福音書と異なった印象を与え のは、旧約聖書が福音書と異なった印象を与えるのと同じ理由だと結論付ける。すなわち、 「神の啓示について書かれた部分：ヨハネの黙示録、旧約聖書」 、 「地上におけるキリストについて書かれ 部分：福音書」と分類した である。　
後半部分では、 「地上におけるキリストについて書かれた部分」の解釈について議論している。ベッ





























































































































彼の日記で繰り返し言及される主張 なか 琉球における普通の人々の窮状 訴え、彼らを救

















































































うに、彼にイギリス人としてのアイデンティティは希薄だった。にもかかわらず、彼の帝国主義的言説は当時としても受け入れがたいほど過激なものだっ 。一見矛盾する彼の言説を理解するには、彼の改宗者としてのア デンティティを考慮に入れなければならない。すなわち、当時のイギリスで主流だった「穏健な福音主義者」としてのキリスト教信仰と、ユダヤ教からの改宗者として 信仰のあり方が結びついたうえで、琉球での経験を経て、彼の言説は醸成されたのである。　
つまり、ベッテルハイムがキリスト教の信仰に目覚め、来琉し、そこで活動するに至るすべての段













2）. カール・ギュツラフはプロイセンで生まれた。一八二一年にベルリンのイェニケ宣教師学校に入学している。一八二六年に牧師として叙任を受け、同年にオランダ宣教協会の代理人としてオランダ東インド会社に派遣されている。翌年には中国人への宣教活動を開始、さらに翌 は独自の宣教団体を立ち上げた。活動の場を中国に移すと、イギリス商人たちに語学能力 買われ、彼らと協力するようになった。の にはアヘン貿易に批判的な態度をとるが、彼は当初アヘンの密貿易をキリスト教布教のための唯一の機会だと考えていた。彼 著した
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